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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年12月12日(2013.12.12)

【公表番号】特表2013-508533(P2013-508533A)
【公表日】平成25年3月7日(2013.3.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-012
【出願番号】特願2012-536979(P2012-536979)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   7/06    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月24日(2013.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）約２０重量パーセント～約５５重量パーセントの高温ポリマーと；（ｂ）約３５
重量パーセント～約５５重量パーセントの高温充填剤と；（ｃ）約０．１重量パーセント
～約１０重量パーセントの炭素フィラメントの混合物とを含む組成物であって、前記炭素
フィラメントの混合物が、多層の軸方向炭素フィラメントを含み；
　前記組成物の重量パーセントの合計が１００に等しい組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物から作製される物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
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【表１】

　なお、本発明は、特許請求の範囲を含め、以下の発明を包含する。
１．（ａ）約２０重量パーセント～約５５重量パーセントの高温ポリマーと；（ｂ）約３
５重量パーセント～約５５重量パーセントの高温充填剤と；（ｃ）約０．１重量パーセン
ト～約１０重量パーセントの炭素フィラメントの混合物とを含む組成物であって、前記炭
素フィラメントの混合物が、多層の軸方向炭素フィラメントを含み；
　前記組成物の重量パーセントの合計が１００に等しい組成物。
２．前記高温充填剤が、高温充填剤の重量を基準にして５０～１００重量パーセントの黒
鉛を含む、１に記載の組成物。
３．前記炭素フィラメントの混合物が、７８５ｎｍの励起で、０．９未満のラマンＤバン
ド対Ｇバンドの高さ比を有する、１に記載の組成物。
４．前記比率が０．４５未満である、３に記載の組成物。
５．前記炭素フィラメントの混合物が、前記炭素フィラメントの混合物の重量、または前
記組成物の重量を基準にして１００ｐｐｍ未満の鉄を含有する、１に記載の組成物。
６．前記組成物の重量を基準にして３０ｐｐｍ未満の鉄を含有する、１に記載の組成物。
７．前記高温ポリマーが、ポリイミドポリマー、ポリベンズイミダゾール、ポリベンゾオ
キサゾール、ビスマレイミド、ポリアミドイミド、ポリ（エーテルエーテルケトン）、ポ
リ（エーテルケトン）、ポリ（エーテルケトンケトン）、ポリ（ビスマレイミド）、フェ
ノール、フルオロポリマー、およびエポキシ（特にエポキシ－フェノール）ポリマーから
なる群から選択される少なくとも１つ以上を含む、１に記載の組成物。
８．前記高温ポリマーが、ポリイミドを含み、前記ポリイミドが、
　ａ）芳香族テトラカルボン酸二無水物成分ならびに
　ｂ）以下を含むジアミン成分：
　　（ｉ）６０モルパーセント超～約８５モルパーセントのｐ－フェニレンジアミン；お
よび
　　（ｉｉ）１５モルパーセント～４０モルパーセント未満のｍ－フェニレンジアミン
を有し；
　ａ）およびｂ）が、約１：１の比率で存在する、７に記載の組成物。
９．前記芳香族テトラカルボン酸二無水物成分が、３，３’，４，４’－ビフェニルテト
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ラカルボン酸二無水物である、８に記載の組成物。
１０．２ミクロン超かつ２０ミクロン未満の長さを有する炭素フィラメントを含む、３に
記載の組成物。
１１．７０ナノメートル超かつ４００ナノメートル未満の幅を有する炭素フィラメントを
含む、３に記載の組成物。
１２．中空穴を有する炭素フィラメントを含む組成物であって、前記穴が、前記穴を有す
る前記炭素フィラメントの直径の０．４倍未満の直径を有する、１に記載の組成物。
１３．１に記載の組成物から作製される物品。
１４．５０００×１０-7ｃｍ3未満の、７００Ｋで３時間にわたる３００サイクル／分に
おける改訂ＡＳＴＭ　Ｇ１３３－０５（２００５）Ｗｅａｒ　Ｒａｔｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　
Ｂを有する、１３に記載の物品。
１５．４０００×１０-7ｃｍ3未満の、７００Ｋで３時間にわたる３００サイクル／分に
おける改訂ＡＳＴＭ　Ｇ１３３－０５（２００５）Ｗｅａｒ　Ｒａｔｅ　Ｍｅｔｈｏｄ　
Ｂを有する、１３に記載の物品。
１６．ブッシングである、１３に記載の物品。
１７．低磨耗用途に使用するのに適している、１３に記載の物品。
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